
　

去
る
７
月
29
日
、分
館
役
員
と
館

報
編
集
委
員
で
、川
越
市
に
あ
り
ま

す
高
階
南
公
民
館（
平
成
19
年
度
優

良
公
民
館
）を
視
察
研
修
に
行
き
ま

し
た
。

　

高
階
地
区
は
、川
越
市
の
南
部
に

位
置
し
人
口
五
万
一
千
人
で
川
越
市

で
も
利
用
者
数
が
一
番
多
い
公
民
館

だ
そ
う
で
す
。施
設
の
使
用
申
し
込

み
受
付
開
始
に
は
80
人
位
並
び
、人

気
時
間
帯
は
抽
選
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

特
色
と
し
て
は「
地
域
子
ど
も
サ

ポ
ー
ト
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。目

的
は
子
供
達
の
豊
か
な
人
間
性
や
社

会
性
な
ど
「
生
き
る
力
」
を
地
域
ぐ

る
み
で
育
む
た
め
で
あ
り
、高
階
地

区
に
あ
る
５
つ
の
小
学
校
対
抗
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、地
区
運
動
会
へ
の
参
加
、

中
学
、高
校
生
も
参
加
す
る
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
た
な
企
画
と
し
て
、防
災

キ
ャ
ン
プ（
体
育
館
宿
泊
の
被
災
体

験
）、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
、子
ど

も
文
化
祭
な
ど
多
く
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

研
修
の
中
で
は
、多
く
の
質
問
も

出
て
、有
意
義
な
時
間
で
し
た
。今
回

の
研
修
を
今
後
の
各
分
館
、公
民
館

の
活
動
に
役
立
て
て
い
け
れ
ば
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
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平成20年度 七歳合同祝平成20年度 七歳合同祝
　来る11月1４日（金）、町内各小学校を会場に町主催
で各分館ごとに七歳合同祝が行われます。
　七歳合同祝は、今年で５２回目を迎える毎年恒例の、
子どもたちの健やかな成長を地域のみなさんとお祝い
する行事です。将来が楽しみな子どもたち。
　健やかに育ってほしいものです。

1９年度の合同祝（新橋小学校）

た
か
し
な



　
「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
」
と「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」は
野
木
及
び
近
郊
の

地
を
基
本
に
、歩
く
コ
ー
ス
を
決
め

て
実
施
し
て
い
ま
す
。実
施
日
は
毎

月
の
最
後
の
日
曜
日
で
す
。歩
き
方

は
早
い
人
で
１
時
間
、ゆ
っ
く
り
な
人

で
２
時
間
と
個
人
の
体
調
と
体
力
に

合
わ
せ
て
無
理
な
く
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。コ
ー
ス
の
選
定
は
、で

き
る
だ
け
季
節
感
が
出
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。今
年
は
実
施
日
に

雨
に
降
ら
れ
回
数
が
半
分
に
な
っ
て
、

心
待
ち
に
し
て
い
た
参
加
者
を
落
胆

さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」は
10
月
最

後
の
日
曜
日
で
計
画
中
で
す
。実
施

の
案
内
と
参
加
者
の
募
集
は
回
覧
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、是
非
多
く

の
方
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。分
館

活
動
は
一
部
の
人
の
た
め
に
あ
る
の
で

は
な
く
、大
勢
の
方
の
参
加
で
発
展

し
て
い
き
ま
す
。皆
様
、参
加
し
て
ご

意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
13
日
、分
館
行
事
の
中
で
最

大
と
も
言
え
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が

古
河
市
西
牛
谷
「
下
総
ゴ
ー
ル
ド
レ

ー
ン
」に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
区
内
28
自
治
会
が
９
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、午
前
の
部
、選
手
百
名
・
応

援
八
十
五
名
、午
後
の
部
、選
手
百
二

十
五
名
・
応
援
五
十
六
名
・
役
員
十
六

名
、計
三
百
八
十
二
名
（
小
学
生
以

上
）の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。舘
野

公
民
館
長
の
始
球
式
で
幕
が
開
き
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
年
前
、南
赤
塚
小
学
校
校
庭
を

使
用
し
て
の
運
動
会
を
、ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
に
変
更
し
て
か
ら
大
好
評
で
、

12
回
大
会
と
な
り
ま
し
た
。健
闘
の

結
果
、成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
25
名
、２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
ピ
ン
）

優　

勝　

丸
林
東
下
Ｂ　

五
九
三
五

準
優
勝　

新
橋　
　
　
　

五
九
八
七

第
三
位　

南
赤
塚　
　
　

五
五
二
五

個
人
最
高
得
点
二
百
七
ピ
ン
、最
低

得
点
十
三
ピ
ン
、平
均
百
八
ピ
ン
で

し
た
。

　

分
館
の
バ
ス
旅
行
で
、鉄
道
博
物

館
へ
行
き
ま
し
た
。駅
弁
を
列
車
の

中
で
食
べ
、旅
行
気
分
を
味
わ
っ
た
り
、

色
々
な
列
車
の
展
示
を
見
た
り
と
、

楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。な
か
で
も
、

模
型
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
は
大
人
も
子
供

も
楽
し
め
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
度
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
護
者
）

　

分
館
の
バ
ス
旅
行
で
鉄
道
博
物
館

に
行
き
ま
し
た
。古
い
汽
車
や
電
車

が
た
く
さ
ん
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

転
車
台
に
古
い
SL
が
あ
っ
て
、転
車
台

が
回
り
な
が
ら
、汽
笛
を
鳴
ら
し
ま

し
た
。と
っ
て
も
大
き
な
音
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。今
走
っ
て
い
る
電
車
よ

り
SL
の
方
が
大
き
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
。そ
の
時
は
運

転
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
た
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
小
五
男
子
）
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【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局）a(57)4188

「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
」と

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

野
木
地
区
育
成
会
旅
行

　
　

大
宮
鉄
道
博
物
館

第
12
回

　
　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

新 橋

南赤塚

野 木
最
高
得
点
二
百
七
ピ
ン
、最
低

十
三
ピ
ン
、平
均
百
八
ピ
ン
で

た
行
き
た
い
で
す
そ
の
時
は
運

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
た

す
。

（
小
五
男
子
）



　

大
正
12
年
野
木
生
ま
れ
、早
稲
田

か
ら
三
菱
地
所
に
入
社
し
て
仕
事
一

筋
、設
計
を
手
掛
け
た
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
の
点
灯
式
は
今
で
も
思
い
出

す
。地
域
と
係
り
始
め
た
の
は
、定
年

近
く
に
自
治
会
長
を
引
き
受
け
た
頃

か
ら
だ
っ
た
、そ
の
時
「
風
が
吹
い

た
」の
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
。

　

再
就
職
の
話
を
断
っ
て
、父
親
の

開
い
た
野
木
幼
児
園
を
継
ぎ
、幼
児

教
育
に
携
わ
る
。野
木
神
社
氏
子
総

代
の
時
に
古
文
書
に
触
れ
、歴
史
に

興
味
関
心
が
深
ま
る
。小
山
の
教
育

委
員
会
で
見
た
血
方
神
社
の
ビ
デ
オ

が
き
っ
か
け
で
、明
治
か
ら
途
絶
え
て

い
た
、小
学
生
女
児
が
舞
う
、野
木
神

社
の
五
行
の
舞
い
復
活
に
奔
走
す
る
。

（
２
０
０
０
年
12
月
復
活
）風
が
一
本

の
糸
の
よ
う
に
繋
が
る
。

　

楽
し
み
は
仲
間
と
行
く
歴
史
探
訪

旅
行
。今
、調
べ
て
い
る
大
六
天（
第

図
る
手
段
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、

御
囃
子
の
復
活
で
し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
共
に
技
術
も
メ

キ
メ
キ
上
達
し
、昭
和
60
年
に
は
小

山
市
で
開
催
さ
れ
た
関
東
郷
土
芸
能

御
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。現
在
は
、自
治
会
の
夏
祭

り
、町
の
ふ
る
さ
と
祭
り
、各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
が
、活
動
の
中
心
で
す
。

し
か
し
近
年
会
員
の
高
齢
化
、後
継

者
不
足
と
い
う
過
渡
期
を
迎
え
て
い

ま
す
が
、何
と
か
伝

統
芸
能

の
保
存

継
承
に
努

め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

９
歳
か
ら
10
歳
ま
で
の
少
女
が
舞

う
五
行
の
舞
は
、太
々
神
楽
、十
二
座

の
中
の
一
座
で
す
。五
行
の
舞
は
中
央
、

東
、西
、南
、北
の
神
説
や
木
、火
、土
、

金
、水
の
陰
陽
五
行
説
等
の
諸
説
が

あ
り
ま
す
。

　

神
楽
保
存
会
の
方
達
の
指
導
の
下
、

神
楽
奉
納
に
向
け
、14
〜
15
名
の
少

女
達
が
交
代
で
舞
え
る
よ
う
に
練
習

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。４
月
第
２
日

曜
日
や
12
月
３
日
の
御
帰
社
祭（
提

灯
も
み
）に
は
白
の
上
衣
に
緋
の
袴

で
、天
冠
を
付
け
、手
に
は
各
々
異
な

っ
た
五
色
の
御
幣
と
鈴
を
持
っ
て
舞

う
姿
を
、一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
人
で

賑
わ
い
ま
す
。

　

思
川
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
２
面
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
が
１
面
あ
り
ま
す
。芝
生
と
木

立
ち
の
緑
が
美
し
い
穴
場
で
す
。

【
利
用
方
法
】

　

栃
木
県
流
域
下
水
思
川
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
直
接
申
し
込
む
。

　

問
合
せ
先　

☎
57
ー
０
５
５
５

　
　
　
　
　
　

思
川
浄
水
セ
ン
タ
ー

六
天
）と
菟
道
稚
郎
子
の
話
に
な
る

と
言
葉
が
熱
を
帯
び
る
。

　

定
年
後
始
め
た
油
絵
は
２
年
目
に

県
展
に
入
選
、最
近
、朽
ち
か
け
た
庭

の
木
が
可
哀
想
で
絵
に
書
き
残
し
た
、

色
々
な
所
に
目
が
向
く
の
は
人
権
擁

護
委
員
を
務
め
る
石
塚
さ
ん
の
優
し

さ
だ
と
思
っ
た
。町
の
老
人
会
16
ク

ラ
ブ
、９
０
０
人
の
連
合
会
長
、お
互

い
の
会
の
活
動
を
知
る
た
め
に
昨
年
、

季
刊
紙
「
寿
報
」
の
編
集
発
行
を
始

め
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
終
わ
る
頃
、電
話

で
呼
ば
れ
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

会
計
の
用
事
で
風
の
よ
う
に
出
か
け

て
行
っ
た
。今
ど
ん
な
風
が
吹
い
て
い

る
の
か
、今
後
ど
ん
な
風
が
吹
く
の

か
楽
し
み
に
な
っ
た
。

　

著
書　

野
木
神
社
物
語

　

野
木
宮
要
談
記（
古
文
書
資
料
）

　

坂
下
御
囃
子
保
存
会
が
、発
足
し

て
か
ら
30
年
に
な
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
の
御
囃
子
保
存
会
の
発

足
目
的
は
当
時
自
治
会
の
若
者
ほ
と

ん
ど
が
会
社
員
で
あ
り
、日
頃
は
顔

を
合
わ
せ
る
事
も
挨
拶
す
る
事
も
な

く
、都
会
化
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。そ

れ
を
見
か
ね
た
諸
先
輩
方
が
、地
域

の
活
性
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

で
天
冠
を
付

手

各
々
異
な

っ
た
五
色
の
御
幣
と
鈴
を
持
っ
て
舞

う
姿
を
、一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
人
で

賑
わ
い
ま
す
。

思
川
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
２
面
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
が
１
面
あ
り
ま
す
。芝
生
と
木

立
ち
の
緑
が
美
し
い
穴
場
で
す
。

大
正
12
年
野
木
生
ま
れ
、早
稲
田

か
ら
三
菱
地
所
に
入
社
し
て
仕
事
一

筋
、設
計
を
手
掛
け
た
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
の
点
灯
式
は
今
で
も
思
い
出

す
。地
域
と
係
り
始
め
た
の
は
、定
年

近
く
に
自
治
会
長
を
引
き
受
け
た
頃

か
ら
だ
っ
た
、そ
の
時
「
風
が
吹
い

た
」の
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
。

再
就
職
の
話
を
断
っ
て
、父
親
の
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顔
素

〜
ご
存
知
で
す
か
〜

風
が
吹
く

石塚 信一さん

し
か
し
近
年
会
員
の
高
齢
化
後
継

者
不
足
と
い
う
過
渡
期
を
迎
え
て
い

ま
す
が
、何
と
か
伝

統
芸
能

の
保
存

継
承
に
努

め
て
い
き
た

う
じ
の
わ
き
い
ら
っ
こ

だ
い
だ
い
か
ぐ
ら
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【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局）a(57)4188

今回は野木神社を出発して、江戸時代に野木宿としてにぎわった街道（国道４号線）
沿を北上し、『大平に至る』の道標を曲がり、坂下～思川沿いの遊歩道～

思川浄化センター～野木城跡～野木神社に戻ります。 （約１時間３０分コース）
遊水地内の遊歩道は人通りがないので、2人以上でご散策ください！

今回は野木神社を出発して、江戸時代に野木宿としてにぎわった街道（国道４号線）
沿を北上し、『大平に至る』の道標を曲がり、坂下～思川沿いの遊歩道～

思川浄化センター～野木城跡～野木神社に戻ります。 （約１時間３０分コース）
遊水地内の遊歩道は人通りがないので、2人以上でご散策ください！

※歩いた感想や野木の見所をお寄せ下さい！
　野木町公民館（館報編集委員会事務局）
　　　　　　　　　　　　　☎（57）4188

※歩いた感想や野木の見所をお寄せ下さい！
　野木町公民館（館報編集委員会事務局）
　　　　　　　　　　　　　☎（57）4188
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